
45 令和８年１０月号令和８年１０月号

歳入 歳出

地方交付税
28億2602万円
地方交付税
28億2602万円

寄付金
10億6682万円
寄付金
10億6682万円県支出金

9億4338万円
県支出金
9億4338万円

国庫支出金
7億3367万円
国庫支出金
7億3367万円

町債
6億4070万円
町債
6億4070万円

繰入金
5億9320万円
繰入金
5億9320万円

町税 4億9565万円町税 4億9565万円

特別会計
国民健康保険事業
後期高齢者医療事業
介 護 保 険 事 業

5億7371万円
9170万円

7億5497万円

5億4076万円
9106万円

7億3310万円

会　 計　 別 収　入

※1  財政健全化判断比率
　　　実質公債費比率、将来負担比率、実質赤字比率、連結実質赤字比率の総称
※2  実質赤字比率
　　　一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率

※1

※2

支　出

2億2560万円
4906万円

2億1085万円
8842万円

収　入 支　出
水道事業会計

物件費･補助費
24億242万円
物件費･補助費
24億242万円

建設･災害
19億7101万円
建設･災害
19億7101万円

積立金
12億1302万円
積立金
12億1302万円

人件費
7億8796万円
人件費
7億8796万円

公債費
5億7702万円
公債費
5億7702万円

扶助費 2億7164万円 貸付･出資 800万円
その他 2億7744万円

繰出金 2億9054万円

維持補修費 3億602万円

水道事業収益的収支
水道事業資本的収支

3億1029万円
2億8847万円

2億9161万円
3億4761万円

収　入 支　出
下水道事業会計
下水道事業収益的収支
下水道事業資本的収支

使用料手数料 3923万円

地方消費税交付金 1億3223万円

繰越金 4億3700万円

議
員
　
い
や
し
の
里
環
境
整
備
委
託
料
20
万
円
の
内
容
は
。

ふ
る
さ
と
応
援
推
進
室
長
　旧
富
長
小
学
校
前
の
堤
防
に

あ
る
桜
つ
つ
み
の
桜
が
今
年
の
大
雪
で
垂
れ
下
が
り
、
除

草
作
業
に
支
障
を
き
た
す
た
め
、
枝
払
い
の
作
業
を
委
託

す
る
も
の
で
す
。

議
員
　
今
回
の
狩
猟
免
許
を
取
る
た
め
の
補
助
金
は
、
何

名
が
取
得
可
能
な
の
か
。

農
業
振
興
課
長
　
１
名
の
方
が
取
得
予
定
で
す
。

議
員
　
新
た
に
整
備
す
る
新
規
就
農
者
等
民
間
集
合
住
宅

に
入
居
す
る
た
め
の
入
居
要
件
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

農
業
振
興
課
長
　
東
北
農
林
専
門
職
大
学
の
卒
業
生
、
転

入
し
て
農
業
を
す
る
方
、
そ
の
他
に
転
入
し
て
違
う
業
種

に
就
か
れ
る
方
も
入
居
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員
　
外
国
人
の
方
を
対
象
に
し
た
在
留
カ
ー
ド
の
改
正

の
よ
う
だ
が
、
舟
形
町
で
は
対
象
と
な
る
外
国
人
の
方
は

何
名
い
る
の
か
。

住
民
税
務
課
長
　
現
行
の
在
留
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
一
体
化
す
る
改
正
内
容
で
あ
り
、
本
町
で
は
38

名
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

議
員
　
東
北
農
林
専
門
職
大
学
生
向
け
ア
パ
ー
ト
に
つ
な

が
る
道
路
を
町
道
認
定
と
の
事
だ
が
、
民
地
の
買
収
は
終

わ
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
強
靭
化
対
策
室
長
　
民
地
の
買
収
は
完
了
し
て
い
ま

す
。

議
員
　
工
事
請
負
費
60
万
円
補
正
予
算
の
内
容
は
。

地
域
整
備
課
長
　
堀
内
処
理
場
の
ば
っ
気
ブ
ロ
ア
が
、
耐

用
年
数
の
10
年
を
経
過
し
た
た
め
更
新
す
る
費
用
で
す
。

鳥
獣
被
害
対
策

舟
形
町
印
鑑
条
例
改
正

就
農
者
等
の
住
居

決　算　審　査 議　案　審　議

い
や
し
の
里
整
備

新
た
な
町
道

農
業
集
落
排
水

決算審査特別委員会

叶内　昌樹  委員長
かなうち まきさ

齊
藤  
徹
　代
表
監
査
委
員

監
査
意
見
書

　
令
和
７
年
度
決
算
関
係
書
類
を
審
査

の
結
果
、
法
令
に
適
合
し
、
計
数
は
正

確
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
且

つ
、
予
算
の
執
行
並
び
に
財
産
の
取
得

・
管
理
・
処
分
に
つ
い
て
も
適
正
と
評

価
し
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
、

各
比
率
と
も
基
準
値
内
に
あ
り
、
実
質

赤
字
比
率
が
な
く
、
当
町
の
財
政
は
健

全
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
山
形
県
に
よ
る
と
、
当
町
の
令
和
６

年
度
決
算
年
度
末
に
お
け
る
、
一
般
会

計
の
地
方
債
現
在
高
は
、
５５
億
３
３
０

０
万
円
、
積
立
金
現
在
高
（
基
金
現
在

高
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
基
金
及
び
介

護
保
険
給
付
基
金
を
減
じ
た
も
の
）
は
、

３８
億
２
７
０
０
万
円
で
こ
の
差
額
は
１７

億
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
金
融
機
関
の
預
貸
率
と
同
意

義
で
、
実
質
債
務
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

山
形
県
内
22
町
村
中
、
積
立
金
現
在
高

は
第
３
位
、
実
質
債
務
額
は
、
５
番
目

に
少
な
い
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
、

双
方
の
乖
離
が
、
よ
り
収
斂
す
る
こ
と

を
目
途
と
し
て
頂
き
た
い
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
決
算
に
お
い
て

は
、
積
立
金
現
在
高
は
増
加
し
、
実
質

債
務
額
は
更
に
縮
小
し
て
い
る
。
当
町

の
財
政
状
態
は
、
極
め
て
健
全
で
あ
り

職
員
の
努
力
を
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

補
足
意
見

　令和７年度決算審査は、会期中の９月４日から７日まで特別委員会を設置し、

委員長に叶内昌樹議員、副委員長に八鍬太議員を選任し、一般会計、３特別会計、

水道事業会計、下水道事業会計、財産に関する調書を慎重に審査しました。

財
政
健
全
化
判
断
比
率

　 実
質
赤
字
比
率
な
し

一般会計

歳入歳出差引額 2億8292万円

歳入（81億8534万円） 歳出（78億2763万円）

　決算審査特別委員会は、６会計について町長以下職員の説明を受け、
各委員からは多くの質疑を頂き、予算執行状況を慎重に審査した結果、
認定すべきと決定しました。町民の更なる生活向上に向け「ふるさと納
税の人口１人あたり寄付額５年連続」、「市町村税徴収率６年連続」県内
１位を継続しており、今後の町政運営に期待いたします。

決算審査特別委員会委員長報告

か
い  

り

し
ゅ
う
れ
ん

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

草刈り作業に支障が出ている桜の枝

舟形3号線（郵便局通り）から学生用アパートにつながる道路

国道13号本町通り


